
厚生労働省発薬食第1101047号  

平成18年11月1日  

薬事・食品衛生審議会   

会長  井’村 仲正 殿  
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厚生労働大臣  

諦吉日月てき享  

薬事法の一部を改正する法律（平成18年法律第69号）による改正後の  

薬事法（昭和35年法律第145号）第2条第14項に規定に基づき、中枢  
神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚の作用（当該作用の維持又は強化の作用  

を含む。）を有する蓋然性が高く、▼かつ、人の体に使用さ・れた場合に保健衛  
生上の危害が発生するおそれがある物として、以下の物を指定することの可  
否について、貴会の意見を求めます。  

記  

1．亜硝酸イソプチル  

2．亜硝酸n－プチル  

3．亜硝酸第3級プチル  

4．亜硝酸イソアミル  
5．亜硝酸イソプロピル  

6．亜硝酸シクロヘキシル  

7．サルピノリンA  

8．サルビア ディピノラム  

9．Ⅳ－イソプロピルート（5－メトキシー1月・－インドールー3－イル）－Ⅳ－メチルエタンー  
2一アミン  

10．5－メトキシー∧1」Ⅳ－ジメチルトリブタミン  
11．1一（5－メトキシー1〃－インドールー3・－イル）プロパンー2－アミン  
12．八㌧」V－ジアリルー5－メトキシトリブタミン  
13．5－メトキシー〃，Ⅳ一ジプロピルートリブタミン  
14．ハ左」Ⅳ－ジエチルー5－メトキシトリブタミ．ン  
15．4－ヒドロキシー〃，Ⅳ－ジイソプロピルトリブタミン  
16．4－アセトキシー〃，Ⅳ－ジイソプロピルトリプタミン   



17．∧J，」V－ジプロピルトリブタミン  

18．Ⅳ，」Ⅴ－ジイソプロピルトリブタミン  

19．1－（1〝－インドールー3－イル）一入「－イソプロピルー∧トメチルエタンー2－アミン  
20．1－（4－メトキシフェニル）ピペラジン  

21．1－ベンジルー4－メチルピペラジン  

22．2－（4－ヨードー2，5－ジメトキシフェニル）エタンアミン  
23．2－（4－クロロー2，5一ジメトキシフェニル）エタンアミン  
24．2－（4－エチルー2，5－ジメトキシフェニル）エタンアミン  
25．2－（4－エチルチオー2，5－ジメトキシフェニル）エタンアミン  
26．2一（2，5－ジメトキシフェニルー4－イソプロピルチオフェニル）エタンアミン  
27．1－（4－メトキシフェニル）－ノV－メチルプロパンー2－アミン  
28．1－（4－フルオロフェニル）プロパンー2－アミン  

29．1－（2，4，6→トリメトキシフェニル）プロパンー2－アミン  
30．」Ⅴ－メチルー4－（3，4－メチレンジオキシフェニル）ブタンー2－アミン  
31、1－（3，4－メチレンジオキシフェニル）ブタンー2－アミン  
32．1－（2－メトキシー4，5－メチレンジオキシフェニル）プロパンー2一アミン  
33．2－メチルアミノー1－（3，4－メチレンジオキシフェニル）プロパンー1一オン  
（注：上記の物質の塩類及びこれらを含有する物を含む。）   



資料2  

指定薬物（案）構造式  

1）亜硝酸イソプチル   

CH3 
CH3－CH－CH2－0－N＝0   

2）亜硝酸n－プチル  

CH3－CH2－CH2－CH2－0－N＝0  

3）亜硝酸第3級プチル   

CH, 

CH3て‾0‾N＝O  
CH3  

4）亜硝酸イソアミル   

CH3 
CH3－CH－CH2－CH2‾0‾N＝0  

5）亜硝酸イソプロピル   

CH3 
CH3－CH－0－N＝0  

6）亜硝酸シクロへキシル  

0⊥N＝0   

○／  



7）サルビノリンA  

8）サルビア（サルピノリンAを含むもの）   



9）5－MeO－MIPT  

CH3 

2  

CH3  

CH3‾0五  

10）5・MeO－DMT   

？H3  
CH2‾N－CH3  

CH3‾0五2‾  

11）5・MeO－AMT  

■Il二  

CH3．0五2‾C”－C”3  
12）5－MeO－DA  

H2‾CH＝CH2  

CH3－0恵2－C”2‾N，C”2－C”＝C”2  
H   



13）5・MeO－DPT  

CHi－CH2－CH3  

cH3－0庖2－C”2一品元ふ玩”3  

H  

14）5－MeO－DET  

CH2－CH3 1  
‾     CH2－N－CH2－CH3  

CH3‾0庖2  

15）4・OH・DIPT  

？H3  
CH－CH3  

詣2‾C”2‾増C”3  

16）4－Acetoxy－DIPT  

－CH， cH3  

緑2‾C”2‾ふ貰C“3   



17）DPT  

？HTCH2－CH3  

由ぎ2‾C”2．N－C””2－C”3  
H  

18）DIPT  

？H3  
CH－CH3 l  

二  

CH3   
±三‾  

19）MIPT  

CH, 

二  

CH3   ±  



20）4MPP  

蔚け  
。H3＿。  

21）MBZP  

／ 0′CH3  

①／C”2   



22）2C・I  

C”3て〕証  

CH2－CH2－NH2  

0－CH3  

23）2CIC  

C”3ニ駄  

CH2－CH2－NH2  

0－CH3  

24）2C－E  

C”3●：駁：  

H2－CH2－NH2  

、y 

′  
，0‾CH3  

25）2C－T2  

。H3＿；：…二；〕証  
CH2－CH2－NH2  

0－CH3  

26）2Cサ4  

。H芸斑  
CH3  

CH2－CH2－NH2  

0－CH3   



27）PMMA  

。H3＿。 
ぷ／  

CH2てH‾CH3  
NH－CH3  

28）4・FMP  

F 
」訂C  

H2－CH－CH3  
1   

NH2  

29）TMA－6  

0－CH3   

庖  
CH2てH，CH3  

NH2  
0－CH3   CH3‾0  



30）  HMDMA  

CH2．CH2－？H－CH3  
NH－CH3  

31）BDB  

32）MMDA－2  

ーCH－CH3 1  

NH2   
つ
J
 
H
 
 

C
 
 

O
 
 

33）メチロン   



各薬物の中枢神経への作用概要  塘
無
石
 
 
 

指定薬物  

No   候補  文献等   中枢神経系の興奮若しくは抑制文l事勾賞の作用   

通称等   
Am．J．Addiction，10（2001）  亜硝酸エステル類の神経的症状として、頭痛、めまい、運動失調、失神、鏡静作用、虚弱感が見  

口  亜硝酸イ  isobutylnitrite       ソプチル  79－94   られ、また、消化器、心臓血管系、血液系、免疫系（特に免疫力低下）等への影響が見られる。   

2  亜硝酸n 一プチル  n－butyLnitrite ‾   Am．J．Addiction，10（2001） 79－94  同上   
第3級亜  

3   硝酸プチ  
Am．J．Addiction，10（2001）  

79－94   
同上   

ル   

4  亜硝酸イ ソアミル  isoamylnitrite   Am．）．Addiction，10（2001） 79－94  同上   
亜硝酸イ  

5   ソプロピ  
Am．J．Addiction，10（2001） 79 

ル   
－94   

亜硝酸シ  
6   クロヘキ シル  CyCJohexylnitrite  Am．J．Addictjon，10（2001） 79－94  同上   

（むRothetal，PNAS，88（19） （2002）11934 
－11939  

②wi”iametaI，JournaFof  
使用されていたものである。その有効主成分であるsalvinorinAは〝オピオイドレセプター特異ア  

7  サルビノ リンA  saルinorinA  Ph∂rmaCOlogyand  
ンタゴニストであることがレセプター結合試験により報告されている。  

ExperimentalTherapeutics，  
②ラットにおいて抑制作用を調べる強制水泳試験（FST，ForcedSwimTest）及び頭蓋内自己刺激  

316（2006）440－447   
試験（ICSS，JntracranialSeJfstimuJationtest）において抑制が認められている。   

サルビア  

（salvinori  
8    nAを含  同上   

有するも  

の）   

JV－isopropy卜1－（5－  

methoxy－1〟－   動物の行動及び神経症状観察において16mg／kg投与群ではその他様々な観察項目で抑制ある  

5－MeO－     生体影響評価試験データ      indoト3－yけ－〟－  いは興奮を示す症状が観察された、自律神経症状の観察では、16mg／kg投与群で眼瞼の聞裂が  
9                   M】PT  methylethan－2－  東京都健康安全研究センター  激しいマウスが多く認められた。また、5－MeO－M）PT投与群においてはすべての観察項目におい  

amlne  て対照群の動物と比べ、運動量が高値を示した。  



①ottJ．JPsychoactive   ①ottはカプセルに入れた5－methoxy－〟．JV－dimethy托ryptamineを自分自身へ経口投与を行ったと  

5－methoxy－JV，JV－  
Drugs．，33（4）（2001）403－407  ころ、12分後に耳鳴り、18分後に多幸感が見られ、40分後にピークに達し、48分後に効果が減衰  
②winteretaI，Pharmacof   した。  

10  5－MeO－   dimethy［trYPtamin  
e  

BiochemBehav．，65（1）（2000）  ②ラットを用いた弁別試験において、5－MeO－DMTを生理食塩水と弁別可能なようにしたラットを  
75－82   用いた試験系を使用しており、5－MeO－DMTが中枢神経系への作用を持つことが報告されてい  
Tihkalp531－538   る。   

①ラットを用いた2レバー方式の弁別試験において、ラセミ体の1－（2，5－dimethoxy－4－  
methylphenyl）－2－aminopropane（DOM〉1．Omg／kg，i．p．を弁別するラットにラセミ体及び光学異性体  
を分離した5－MeO－AMTの投与を行ったところ、ラセミ体及びいずれの光学異性体において  
1mg／kg前後の用量で用量依存的な反応が見られた。  

①Glennonetal，Biological  Briefly，30mafeSprague－DawleyratsweretrainedtodiscriminateracemicDOM（1．Omg／kg，i．p．）  
卜（5－methoxy－  fromsa＝neinatwo－leveroperantchoicetask・TheadministrationofDOMorsaline，15minprior  

5－MeO－  

皿  yJ）propane－2－  
Psychiatry，18（4）（1983）493－ 498  

Cueforthecorrect（reinforced）lever．OccasionaJperiods（2．5min）ofnonreinforcementwere  
amlne  ②Kantoretal，Biol．Phychiat．， 15（2）（1980）349－352  

evaluate（＋－）r5－methoxy－α－methyItriptamineanditsopticaIisomers．  
②5－MeO－AMT（文献中ではα，0－DMS）、5－MeO－DMT、DJPT及びDPTを含む16種の幻覚性トリ  
ブタミン誘導体を6名の成人ボランティアに経口したところ、効果のある用量は2．0から4．Omgであっ  
た。症状は吐き気及び消化器官の症状であり、投与30分後から1時間程度継続した。視覚過敏、  
視覚湾曲、無痛寛が見られ、回復まで8時間以上かかった。数人かは睡眠障害が見られた。   

〟．〟－di釧yl－5－   
国立医薬品食品研究所  

Nationa11nstituteonDrugAbuse，ResearchMonographSeries，146（1994）74－91において活性値  

12  5－MeO－ DALT  QSAR結果  （mescalineunits）が報告されている構造類似化合物と本物質の構造類似性を比較し活性値の評  
e  価を行ったところ、5－MeO－DMT及び5－MeO－DIPTと同様の作用を持つと推測された。 

GlennonetaI，  5－MeO－DMTと生理的食塩水を弁別したラットを用いて2レバー方式の弁別試験を行ったところ、  
5－MeO－  5－methoxy－JV，JV－  

PsychopharmacoIogy，68（2）  
DOMを含む及び14種類のトリブタミン系物質において反応が認められ（ED50は、DOM：l．87LL  

13  dipropyltryptamine  
（1980）155－158  

moVkg、5－MeO－DPT：2．14〟mol／kg、5－MeOTDET：2．14FLmoVkg、5－MeO－DET、サイロシン：2．36  
〟mol／kg）、別の論文で報告されている各物質の5一日Tレセプターへの親和性との相関が見られ   

JV，N－diethyト5－  
5－MeO－DMTと生理的食塩水を弁別したラットを用いて2レバー方式の弁別試験を行ったところ、  

14  5－MeO－   methoxytryptamin  
DOMを含む及び14種類のトリブタミン系物質において反応が認められ（ED50は、DOM：1．87〃  

e   （1980）155－158  
mol／kg、5－MeO－DPT：2．14FLmol／kg、5－MeO－DET：2．14JJmoVkg、5－MeO－DET、サイロシン：2．36  
LLmoVkg）、別の論文で報告されている各物質の5－HTレセプターへの親和性との相関が見られ   

①Beuerleetal，Quantitative  麻薬に指定されているサイロシンpsilocin（4－hydroxy－JV．N－dimethyFtriptamine）の構造類似物質  
Structure－Activity   （〃〟一ジメチル化→〃〟－ジイソプロビル化）  

4－hydroxy－〟，〟－  
Relationships，16（6）（1997）  ①において人に対する作用とQSARの結果を比較し、相関性が認められたと報告している。なお、  

15  4－OH一   diisopropyltryptami  
447－458   人に対する作用については②の情報を元にしている。  

ne  
②NationalJnstituteonDrug  ①Three－dimensionaIquantitativestructure－aCtivityrelationshipsofha［lucinogenic  
Abuse，ResearchMonograph  PhenyIalkanamineandtryptaminederivatives．StudiesusingcomparativemolecuJarfieldanaIysis  
Series，146（1994）74－91   （CoMFA）．  

③Tihkalp465－467   ②potency（mg）：15－20．meSCaIineと比較したPotency（xmescaline）：4   
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NationaI）nstituteonDrugAbuse，ResearchMonographSeries，146（1994）74－91において活性値  
4－aCetOXy－〟，〟－   

国立医薬品食品研究所  
（mescalineunits）が報告されている構造類似化合物と本物質の構造類似性を比較し活性値の評  

diisopropyltryptami  
16  4－Aco－ D】PT  QSAR結果  

価を行ったところ、5－MeO－DMT及び5－MeO－DIPTと同様の中枢神経系への作用を持つと推測さ  
れた。  
なお、サイロシンにおいても、4位の水酸基がエステル化された物質は同様の薬理作用を持つこ   

①GIennonetaI，European  
JournalofPharmacoIogy．   ①ラットを用いた1－（2，5－dimeth。Xy＋m。thyJphe。yl）－2－ami。。P，。Pan。（DdM）の弁別試験を行った  

〃，〟－  86（3－4）（1983）453－459   ところ、JV，N－dipropyltryptamineにおいてDOMと同様の興奮作用が認められ、descriminationq  
17  DPT  

dipropyltryptamine  ②Thagarajetal，   derivedED50は2．2rTlg／kgであった。  
Pharmacology，74（2005）193－  

199  （卦Tihkalp427－   

①Gfennonetal，European  
JournalofPharmacology，  

〟．〟－  
86（3－4）（1983）453－459   （かラットを用いた1－（2，5－dimethoxy－4－methylphenyl）－2－aminopropane（DOM）の弁別試験を行った  

18  DIPT   diisopropyltryptami  
②sh山ginetaし   ところ、N，JV－djisopropyltryptamineにおいてDOMと同様の興奮作用が認められ、descrimination－  
Communicatjonsin   

ne   
derivedED50は2．6mg／kgで った。  

Psychopharmacofogy，4（5）  ②50mgでは脱力感、離人感、知覚過敏等が報告されている。   
（1980）363－369  

（勤Tihkalp403－406  

1－（1〟－indo卜3－  

yl）－JV－isopropyJ－  
（かRepkeeta［，J．Med．Chem．，  （D5人のボランティアに投与を行い、幻覚性の見られた用量を検討したところ、1－（1日－indo卜3－yl）－  

19  MIPT    〟－methylethane－  
28（1985）892－896   N－isopropy卜N－methylethan－2－amineについては、25mg／kg以上では作用の増強が認められな  

2－amine  
②Tihkalp562－565   かった（MaximumEffectDoseと考えられる）。   

（DMaureretal，TherDrug   ①N－benzylpiperazine（BZP）は、アンフェタミン様の作用を起こすとの報告があると引用。4MPPに  
4MPP  1－（4－  Monit．，26（2）（2004）127－131  ついては乱用されているようであるが、薬理作用については特段の報告がなされていない。  

20                  （MeOPP   methoxypheny［）pip  ②Fu‖eretal．Biochemical  ②卜phenyトpiperazine誘導体のラットの脳の膜に対する［3H］セロトニンの結合阻害をinvjtroで検  
eraZlne   PharmacoIogy，29（1980）833－  討したところ、IC50（nM）は麻薬指定のm－CF3（TFMPP）において190、m－Chloroにおいて230であっ  

835   たが、P－methyIにおいて1700、P－methoxy（4MPP）においては50000と比較的弱いことが判明した。   

l－benzyl－4－  Roth，JournaIofPhamacofogy，  
ネコとイヌを用いた静脈注射試験において、強い抗アドレナリン作用、抗昇圧作用及び抗ヒスタミ  

21  MBZP   methylpIPeraZine   110（1954）157－165  
ン作用が見られた。なお、ラットに経口で投与した陵には上記の作用は見られなかった。  
また、モルモットを用いた試験でプロカイン様の局所麻酔作用が見られた。   
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ピアレビューされている科学雑誌への文献は限られている。構造が類似した2C－B（フエネテルアミ  

ン系）やDOB（アンフェタミン系）のデータから類推を行っている。Lobos他（1992）は、臭素置換の誘  

EMCDDARiskAssessments              導体である2C－Bは5－HT2（2Aと2C）及びα1アドレナリンレセプターへの部分的アゴニストと報告し  

Reportontheriskassessment  ている。また、Glemmon他（1988）はDOBは5－HT2レセプターヘ親和性が高く、2C－Bは5－HTIA、5－  
of2C－l，2C－T－2and2C－T－7  HTIB及び5－HTICレセプターへの親和性が高いと報告している。2C－1はDOBより2C－Bと類似した  

2一（4－iodo－2，5－                                   intheframeworkofthejoint  構造をしており、セロトニンレセプターに対して同様の親和性を持つと推測される。Acuha－Cast＝0  

22  2C－I  dimethoxyphenyl）e  actiononnewsyntheticdrugs，  他（2002）は、2C－1は5－HT2Aより5－HT2Cに対して親和性が高いが、フエニルイソプロピルアミン類  
thanamine   （No．6）2004   よりは相対活性が低かったと報告している。  

EuropeanMonitoringCentre  幻覚作用と5－HT2セロトニンレセプターの関連については、Glennon他（1984）などが報告している。  
forDrugsandDrugAddiction  動物に対する毒性 データ無し（DOBについて、ShulginandShulgin1991があるのみ）  
P75－77   人に対する作用 個別の使用レポートのみ（Erowid，2001－03）「強力」で「幻覚作用を持った強力  

な覚せい剤」とのレポートがあるが、吐き気、嘔吐、筋肉けいれん等2C一丁－2や2Cイー7で報告され  
ている症状への言及がない。   

（DcIareetal，Journalof  
Medicina［Chemistry，41（20）  （D及び②において人に対する作用とQSARの結果を比較し、相関性が認められたと報告してい  
（1998）3845－3856   る。なお、人に対する作用については③の情報を元にしている。  

2－（4－Chloro－2，5－  
②Beuerleetal，Quantitative  ①TheFrontierOrbitalPhaseAngles：NovelQSARDescriptorsforBenzeheDerivatives，Applied  

23  2C－C   dimethoxyphenyJ）e  
Structure－Activity   toPhenylalkyIamineHaIJucinogens．  

thanamine  
Relationships16（6）（1997）  ②Three－dimensionaIquantitativestructure－aCtivityrelationshipsofhalIucinogenic  
447－458   Phenylalkanamineandtryptaminederivatives．StudiesuslngCOmParativemolecularfieldanalysis  
③Nationa＝nstituteonDrug  （CoMFA）．  
Abuse，ResearchMonograph  
Series．146（1994）74－91   

（DclareetaI，Journalof  
MedicinaIChemistrY，41（20）  
（1998）3845－3856  

②BeuerleetaI，Quantitative  
2－（4－ethy卜2，5－ dimethoxhenI）e  

24  2C－E   ypy  ①、② 同上  

thanamine  Relationships16（6）（1997）  ③potency（mg）：10－15，meSCalineと比較したPotency（xmescaline）：24   
447－458  

③NatjonalInstituteonDrug  
Abuse．ResearchMonograph  
Series，146（1994）74－91  
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ピアレビューされている科学雑誌への文献はない。構造が類似した2C－B（フェネチルアミン系）や  

DOB（アンフェタミン系）のデータから類推を行っている。Lobds他（1992）は、臭素置換の誘導体で  

EMCDDARiskAssessments  
ある2C－Bは5－HT2（2Aと2C）及びα1アドレナリンレセプターへの部分的アゴニストと報告してい  

Reportontheriskassessment  
る。また、Glemmon他（1988）はDOBは5－HT2レセプターへ親和性が高く、2C－Bは5－HTIA、5－  

2－（4－ethylthio－  
HTIB及び5－HTICレセプターへの親和性が高いと報告している。2C－）はDOBより2C－Bと類似した  

2，5－  intheframeworkofthejoint  
構造をしており、セロトニンレセプターに対して同様の親和性を持つと推測される。Acuna－Casti”0  

25  2C一丁－2    dimethoxyphenyl）e  
他（2002）は、2C－1は5－HT2Aより5－HT2Cに対して親和性が高いが、フェニルイソプロピルアミン類  

thanamine  （No．6）2004  
よりは相対活性が低かったと報告している。  

EuropeanMonitoringCentre  
幻覚作用と5－HT2セロトニンレセプターの関連については、GJennoh他（1984）などが報告している。  

forDrugsandDrugAddiction  
動物に対する毒性 データ無し（DOBについて、ShuIginandShuIgin1991があるのみ）  
人に対する作用 個別の使用レポートのみ。  
MurpIe（2001）によるインターネットによる調査（自己報告）で、メスカリンやLSD様の幻覚作用、吐  

き気、筋肉の緊張、嘔吐、その他不安等の精神作用がみられたとの報告がある。   
①clareetal，Journalof  
MedicinaIChemistry．41（20）  
（199引3845－3856  

2－（2，5－dimethoxy－  
Structure－Activity   （D、②2C－Cと同じ  

26  2C一丁－4   4－  

l）ethanamine   447－458  

③NationalInstituteonDrug  
Abuse．ResearchMonograph  
Series，146（1994）74－91   

最近の動物実験において、PMMAは覚醒及び興奮作用を引き起こすことが認められている。弁  
別試験において、MDMAを前投与したラットにおいては、PMMAはPMDAと同等であると考えられ  
た。PMMA前投与ラットにおいても、PDMAはPMMAと同等と考えられた。しかしながら、アンフェタ  
ミンや幻覚剤であるDOMでは同様の効果は認められなかった。幻覚作用を欠くことから、PMMA  

EMCDDARiskAssessments                          の作用は主に‘entactogenic’作用と考えられた。  

卜（4－  
Reportontherjskassessment  作用機序はインビトロ試験では試験されていないが、構造活性相関の研究から、セロトニンの放  

methoxyphenyf）－  
ofPMMAintheframeworkof  出促進作用があると予測されている。MDMAやPMAとは異なり、PMMAはドパミンの放出促進作  

27  PMMA  
thejointactiononnew   用は少ないと予想される。構造からの予測によるとMAO阻害作用があると考えらる。  

methyIpropane－2－  
syntheticdrugs，（No．5）2003  PMMAとラットに投与すると、高血圧と長時間にわたる頻脈が認められた。これらの心臓血管系  

amlne  
EuropeanMonitoringCentre  への影響は用量依存的であった。PMMAの主な急性毒性症状は高体温であり、用量依存的で  
forDrugsandDrugAddiction  あった。LD50はラットで80～lJoomg／kgと予想された。この結果は、行動に与える影響と致死量の  
P16－19   間に安全マージンが少ないことを意味し、急性毒性の高いリスクがあることを示している。  

エクスタシーとして販売され、PMMAを含有した錠剤によって、スペインにおいて1993年に1名の  
死亡が報告されている。通常、PMMAはPMAやMDA、MDMA、アンフェタミン、メタンフェタミン、エ  
フェドリンとの組み合わせた錠剤として見つかっている。2000年からPMMAとPMAによるとみられ  
る4名の死者がヨーロッパで報告されている。   
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p－FJuoroamphetamineを7．Omg／kgラット腹腔内投与1時間後に、線条体における細胞外ドパミン濃  
度の顕著な上昇が認められた（ベースラインの849％）。2．Omg／kgのアンフェタミンの腹腔内投与に  
おいても同様の反応が見られたが、P－FIuoroamphetamineO）方が増加率は低かった。この結果  
は、P－Fluoroamphetamineは他のセロトニン放出タイプのアンフェタミンタイプの薬物より、アンフエ  

1－（4－  Marona－LewickaetaI，EurJ                    タミンに類似していることを示唆しているものと考えられる。  

28  4FMP                                   fluorophenyl）propa  Pharmacol．．287（2）（1995）   P－Fluoroamphetamine（7．Omg／kg，i．p．）．1hafteradministration，StrOngJyelevated（849％of  
ne－2－amine   105－113   baseline）extrace‖ulardopamineinratstriatummeasuredusinginvivomicrodialysis．  

Amphetamine（2mg／kg，i．p．）increasedextrace＝uJardopamineinratstriatumwithamaximumat  
thesametimeasdidp－¶uoroamphetamine．buttheJattergaveasma‖erincrease．Thedata  

PreSentedsuggestthatp－fluoroamphetamineresemblesamphetamiemorethanitdoesthe5－  
HT－releasingtypeamphetamines．   

①ラットを用いたDOMとの弁別試験において、DOM－Stimulusgenera［jzationは2，3，4一丁MA、2，3，5－  
TMA、2，4，6－TMA、及び3，4，5－TMAにおいて認められた。  
Rats，trainedtodiscriminatethehallucinogenicagent2，5－dimethoxy－J卜  

①Glennonetal，  methy［phenylisopropylamine（DOM）（Ⅰ）［15588－95－1］fromsaIineina2－leverdrugdiscrimination  
Pharmacology，Biochemistry  task，WereChal（engedwithaseriesofdi－andtrimethoxyamphetamines（Le，，DMAandTMA  

1－（2，4，6－  
andBehaviour，17（4）（1982）  derivs．）．DOM－StimulusgeneraZizationwasfoundtooccurwith2，4－DMA［23690－13－3］butnot  

29  TMA－6   trimethoxyphenyl）  
603－607  with2，3－DMA［15402－8l－0］，2，6－DMA［23690－14－4］，Or3，5－DMA［15402－82－1］；  

PrOPane－2－amine  
generalizationalsooccurredwith2，3，4－TMA［1082－23－1］，2，3，5－TMA［23693－14－3］，2，4，6－TMA  

②uyenoetal，Proc．Int．  ［15402－79－6］and3．4，5－TMA［1082－88－8］．  
Congr．Primatol．，2nd（1969），  
meetingdate1968  ②Disruptingeffectを計測する試験において、効果が見られた用量の中央値は、LSD－25では0．15  

JJg／kg、TMA－2では15．1FLg／kg、TMA－6では26．OLLg／kg、TMAでは46．5FLg／kgであった。  
DisruptingefFect：（1）fa‖uretorespondand（2）ascore［essthan80％ofthescoreobtained  
duringsalinetriaIs．   

BronsonetaJ，Drugand  
N－methyI－l－（3，4－methylenedioxyphenyl）－3－butanamine（HMDMA）とMDMIEAについて（Dラットを  

AIcohoIDependence．36（3） （1994）16卜166        用いたMDMAとの弁別試験及び（∋鶏の胚への投与試験を行った。  

JV－methy卜4－（3，4－  
①においては、MDMAを投与したラットにおいて、最高用量のHMDMAは部分的にMDMAを弁別し  
た。また、別途高用量（30－60mg／kg）のHMDMAを投与したラットにおいては、慢性発作（chronic  

30  HMDMA  
methylenedioxyph enI）butane 
y－2－  

amlne  
投与し、神経症状が見られたと の文献あり 
。（BDBの項参照） Bronsonetal 

．BrainResearch  
上記の結果を総合的に勘案して、いずれのMDMA構造類似薬物もMDMAと同様の覚醒作用があ  

Bulletれ34（2）（1994）143－ 150）  

d－アンフェタミン並びにMDMA、HMDMA、BDB及びMDMIEAの4つのデザイナードラッグを鶏の胚  

仁（3，4－  及び雛に投与してその効果を調べた。HMDMA及びMDMIEAは14日目までの胚発達への影響は  

methylendioxyphe  
見られなかったが、MDMA、BDB及びd－アンフェタミンは1つ以上の用量において胚の死亡が見ら  

31  BDB  
nyI）butane－2－  

れた。印字化後1日目から同じ薬物の投与を継続したところ、MDMIEA以外の薬物においては、  

amlne   
Bulletれ34（2）（1994）143－150                          distressvocalization，Wingextension，tremOr，f］atbodyposture，burstingforwardmovements．  

ossofrightingreflex，andconvulsant－fikekickingが見られた。  
いずれの薬物も胚に事前投与することにより、耐性又は逆耐性のいずれかが認められた。   
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卜（2－methoxyT  
（DDavis，etal，J．Med．Chem．．  ①ラットを用いたLSDの弁別試験において、MMDA－2の投与による用量依存的な反応が認められ  

4，5－  
29（1986）302－304   た（4．Omg／kgでは8匹中8匹（100％））。Shufgin，A．T．Experimentia1964，15．366を引用しており、人  
②GIennonetal，   へ25mgの塩酸塩を経口投与することにより明白な中枢神経への作用が見られたとある。  

32  MMDA－2    methylenedioxyph enyl）propane－2－  

amlne  
andBehaviour，26（3）（1987）  作用は認められなかった。Nをモノメチル化したフェニルイソプロピルアミン系の物質については、  
547－551   DOM類似の幻覚作用はあるものの、アンフェタミン様は認められないと考えられる。   

2－methylamino－1－  平成17年度厚生労働科学特  覚せい剤であるメタンフェタミン及び麻薬であるMDMAを対照として、メテロンの精神依存性及び  
Methy［on          （3，4－   別研究事業「脱法ドラッグの構  神経細胞毒性の評価を行った。マウスを用いた運動量の測定では、メチ白ンにおいても用量依存  

33                   e（メチロ  methylenedioxyph  道修飾特性とその依存性及び  的かつ著名な運動促進作用が発現した。この効果は、ドパミン受容体桔抗薬の全処置で有意に  
ン）   enyl）propane－1－  神経毒性発現の関連性」研究  抑制された。精神依存形成能はマウスを使用したConditjonedplacepreference（CPP）法により報  

0ne   報告書 主任研究者 松田正  酬評価を評価したところ、MDMA及びメテロンにより報酬効果が発現し、精神依存形成能を有する   

注：指定の対象には、上記の物質の塩類及びこれらを含有する物を含む。   



参考1  

指定薬物に関する薬事法上の規定（規制の主要部分抜粋）  

（定義）  

第2条第14項 この法律で「指定薬物」とは、中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻  

覚の作用（当該作用の維持又は強化の作用を含む。）を有する蓋然性が  

高く、かつ、人の身体に使用された場合に保健衛生上の危害が発生す  

るおそれがある物（大麻取締法（昭和23年法律第124号）に規定する  

大麻、覚せい剤取締法（昭和26年法律第252号）に規定する覚せい剤、  

麻薬及び向精神薬取締法（昭和28年法律第14号）に規定する麻薬及  

び向精神薬並びにあへん法（昭和29年法律第71号）に規定するあへん  

及びけしがらを除く。）として、厚生労働大臣が薬事・食品衛生審議会の  

意見を聴いて指定するものをいう。  

（製造等の禁止）  

第76条の4 指定薬物は、疾病の診断、治療又は予防の用途及び人の身体に対す  

る危害の発生を伴うおそれがない用途として厚生労働省令で定めるもの  

（次条において「医療等の用途」という。）以外の用途に供するために製造  

し、輸入し、販売し、授与し、又は販売若しくは授与の目的で貯蔵し、若しく  

は陳列してはならない。  

（広告の制限）  

第76条の5 指定薬物については、医事若しくは薬事又は自然科学に関する記事を  

掲載する医薬関係者等（医薬関係者又は自然科学に関する研究に従事  

する者をいう。）向けの新聞又は雑誌により行う場合その他主として指定  

薬物を医療等の用途に使用する者を対象として行う場合を除き、何人も、  

その広告を行ってはならない。   



参考2  

違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）対策概要  

○麻薬類似の有害性が疑われる物質で、アダルトショップ、インターネット等で販売されている  

○乱用による健康被害、麻薬等の乱用へのゲートウエードラッグ（入門薬）となるおそれ  
違法ドラッグとは  

その他の  

違法ドラッグ対策   

（1）麻薬に指定す   

べきものは迅   

速に指定  

（2）乱用防止啓発  

薬事法改正による違法ドラッグの規制  

○物質を指定して規制（指定薬物）  
・幻覚等を有する一定の物質★を厚生労働大臣が指定  

★指定薬物  ・幻覚や中枢神経系の興奮、抑制の作用を有し、乱用されるおそれのある物質  
・具体的には麻薬類似化学物質、亜硝酸エステル類、幻覚植物成分から物質を個別に指定する予定  

○指定薬物の製造等を禁止  
・医療、産業用等の一定の用途に供する場合を除き、製造、輸入、販売等を禁止  

○指定薬物である疑いがある物品の検査命令等  
・厚生労働大臣又は知事は、指定薬物の疑いがある物品の検査を命令できる。検査命令を受けた者は、検査中は当該   
物品の製造、輸入、販売 等を禁止  

○違反行為に対する罰則を強化  
暮無承認無許可医薬品：「3年以下の懲役又は300万円以下の罰金」→「5年以下の懲役又は500万円以下の罰金」  

施行期日：公布日（平成18年6月14日）から1年以内の政令で定める日   



参考3  

規制薬物構造式（抜粋）  

留意点：立体構造は反映されていない。   



麻薬  

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する政令第1条の麻薬   

第2号 エトリブタミン  

NH2 
‾  

き：‾二  

第3号 2－アミノプロピオフェノン（カチノン）  

0  

訂惣H3  

第4号 3－（2－アミノプロピル）インドール（AMT）  

NH2 

感2‾CH‾C“3  

第6号 DOET（2，5－ジメトキシw4－エチルアンフェタミン）  

C“3‾：駄 CH3－CH2 C 

H2H‾CH3  

NH2  
0－CH3   



第8号 N－エチルMDA（Nrエチルメチレンジオキシアンフェタミン・MDE・MDEA）  

く郡C”2  
－CH－CH3 【  

NH－CH2－CH3  

第13号 3－［2－（ジイソプロピルアミノ）エチル］－5－メトキシインドール（5－MeO－DIPT）  

CH, 
CH－CH3  

cH3－0七滅2‾C”2‾ふ貰CH3  
H  

第14号 DET（∧1」Ⅴ－ジエチルトリブタミン）  

？H2‾CH3  
2  －N－CH2－CH3  

感2‾CH  

第21号 DMT（〃，〃－ジメチルトリプタミン）  

2
 
 
 



第23号 サイロシン  

？H3  
2  ⊥N－CH3  

猫2‾CH  

第25号 MDMA（3，4一メチレンジオキシメタンフェタミン）  

CH2‾H‾CH3  

NH－CH3  

5一ジメトキシー4－メチルアンフェタミン）  
CH2H．CH3  

NH2  

0tCH3  

第26号 DOM（2，  

C“器   

第27号 2，5一ジメトキシー4－（プロピルチオ）フェネチルアミン（2C－T7）  
H2－CH2－NH2  

…；i：二  

CH3－0  

0－CH3  CH3－CH2－CH2－S   

5岬ジメトキシアンフェタミン）  

CH2H．CH3  

NH2  

0－CH3   

第28号 DMA（2，  

C”3‾0＼駄  



第39号1－（3－トリフルオロメチルフェニル）ピベラジン（TFMPP）  

ニこI  

F－C－F  

I   F  

第40号 メスカリン  

CH3－  

0 ：野C  

H2‾CH2－NH2  

CH3－   

0‾CH3   

第41号 m（3，4，5－トリメトキシアンフェタミン）  

CH3－  

：pC  
O－CH3  

H2H‾CH3   

NH2  
CH3－  

第50号 4－ブロモー2，5－ジメトキシフェネチルアミン（2C－B）  

C”3ニ£〕こ：  

H2－CH2．NH2  

Br′ V ’0－CH3  

第51号 ブロランフェタミン（DOB）  

C”3ニe〔：  

H2H‾CH3   

NH2  
Br′、y 、0‾CH3   



第54号 1－ベンジルピペラジン（BZP）   

／ OH  
①／C”2  

第55号 メトカチノン  

0  
I I 

C－CH－CH3 1   
NH‾CH3  訂  

第56号 MBDB   

2
 
 
 

‾CH‾CH2－CH3   
1  

NH‾CH3  

第62号 4－MTA（4－メチルチオアンフェタミン）  

。H3＿S 
」訂C  

H2－？H－CH3   

NH2  

第63号 MDA（3，4－メチレンジオキシアンフェタミン）  

郡C“2貰C”3  

第64号 〃－ヒドロキシMDA（Ⅳ－ヒドロキシー3，4－メチレンジオキシアンフェタミン）  

く郡CH2  
‾CH－CH3 1  

NH－OH  

5   



第70号 PMA（p－メトキシアンフェタミン）  

J介＼／CH2‾CH－CH3 CH2‾  

」訂慧：  CH3－0  

第71号 MMDA（5－メトキシー3，4－メチレンジオキシアンフェタミン）  

く可C”2貰C”3  
0－CH3  

覚せい剤  

覚せい剤取締法第2条第1項の覚せい剤   

第1号 フエニルアミノプロパン（アンフェタミン・ 2－アミノー1－フェニルプロパン）  

CH2‾H‾CH3  

NH2  
－；ノ  

第2号 フエニルメチルアミノプロパン（メタンフ ェタミン・2－メチルアミノー1－フェニルプロ  
パン）  

CH2‾H‾CH3  

NH－CH3   訂  
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正規用途（案）について  

指衰薬物候補  
正規用途（案）  

No  
遇称等   

化学名等（英語）  （今物質共通の正規用 
途は別途資料参照）   

他の化学物質の合成原  
口  亜硝酸イソプチル  isobutyLnitrite  料として全量用られる場  

∠ゝ  

他の化学物質の合成原  

⊂コ   

2  亜硝酸n－プチル   n－butyJnitrite  料として全量用られる場  
A  

他の化学物質の合成原  

【コ   

3  亜硝酸第3級プチル  t－buty［nitrite  料として全量用られる場  
A  
ロ   

（D狭心症並びにシアン  

及びシアン化合物による  

4  亜硝酸イソアミル   isoamyrnitrite  
中毒の治療  
②他の化学物質の合成  
原料として全量用られる  

場合   

他の化学物質の合成原  
5  亜硝酸イソプロピル  isopropylnitrite  料として全量用られる場  

A  

亜硝酸シクロヘキシ  
他の化学物質の合成原  
ロ   

6   ル   
CyC［ohexylnitrite  料として全量用られる場  

A  
l：コ   

7  サルピノリンA sa］vinorinA  

サルビア（saLvinorin  

8   Aを含有する由／レね  

♂血7αt〟〃のみ）   

9  5－MeO－MIPT   
〟qisopropyトl－（5－methoxy－1Fl－indo］－3－yl）－〟－  

methytethan－2－amine  

10  5－MeO－DMT   5－methoxy－JV，〟－dimethyltryptamine  
皿  5－MeO－AMT   ト（5－methoxy－1Fl－indoト3－yl）propan－2－amine  

12  5－MeO－DALT   〟，JV－diallyl－5－methoxytr・yPtamine  

13  5－MeO－DPT   5－methoxy－N，N－dipropyltryptamine  
14  5－MeO－DET   JV，JV－diethyト5－methoxytryptamine  
15  4－OH－DIPT   4－hydroxy－JV，JV－diisopropy［tryptamine  
16  4－Aco－DIPT   4－aCetOXy－JV，JV－diisopropyltryptamine  
17  DPT   JV，JV－dipropyttryptamine  
18  DIPT   〟，〟－djisopropy［tnrptamine  

19  MIPT   
l－（lFl－indo卜3－y［）－〟qisopropyトJV－  

methylethan－2－amine  

他の化学物質の合成原  
20  4MPP   ト（4－methoxyphenyl）piperazine  料として全量用られる場  

A  
ロ   

21  MBZP   1－benzyF－4－methylpiperazine  
22  2C－l   2－（4－iodo－2，5－dimethoxypheny［）ethanamine  
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23  2C－C   2－（4－ChJoro－2，5－dimethoxyphenyI）ethanamine  
24  2C－E   2－（4－ethyT－2，5－dimethoxyphenyl）ethanamine  

25  2C一丁－2   2－（4－ethylthio－2，5－  

26  2C一丁－4   
2－（2，5－dimethoxy－4－  

isopropylthiophenyJ）ethanamine  
27  PMMA   1－（4－methoxyphenyl）－JV－methy［propan－2－  

28  4FMP   l－（4－fluoropheny［）propan－2－amine  

29  TMA－6   1－（2，4，6－trimethoxypheny］）prdpan－2－amine  

30  HMDMA   
N－methy［－4－（3，4－methy［enedioxypheny［）butan－  

2－amine  

31  BDB   ト（3，4－methy）endioxyphenyl）butan－2－amine  

32  MMDA－2   
1－（2－methoxy－4，5－  

methy［enedioxyphenyJ）propan－2－amine  

2－methylamino－1－（3，4－  

33  Methylone（メテロン）   methylenedioxypheny［）propan－1－One  



すべての物質に共通する正規用途（案）  

1．教育又は学術研究のために用いる場合   

※ 「大学（学校教育法（昭和22年法律第26号）第1条に  

規定する大学及び国立大学法人津（平成15年法律第112  

号）第2条第4項に定める大学共同利用機関をいう。）におけ  

る教育又は学術研究のために使用する場合」等に限定する予  

定で検討中。  

2．薬事法第76条の6第1項に規定する検査のために用いる場合  

3．犯罪鑑識のために用いる場合   


